
 

各
小
学
校
お
よ
び
共
同
調
理
場
に
は
栄
養
士
を
配
属
し

て
い
る
。
食
材
は
、
地
場
産
食
品
の

開
発
を
す
る
事
業
者
や
、
優
先
的
に

地
場
産
食
材
を
納
品
す
る
事
業
者
へ

発
注
も
し
て
い
る
。
農
産
物
は
三
島

市
学
校
給
食
農
業
生
産
者
研
究
会
か

ら
直
接
納
入
を
お
願
い
し
、
地
場
産

食
材
を
多
く
活
用
し
て
い
る
。

農
業
と
食
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
現
状
と
展
望

 

第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
女
性
の
声
の
反

映
が
農
業
発
展
に
不
可
欠
と
さ
れ
、
農
業
委
員
の
女
性
割
合

30
％
の
目
標
値
が
あ
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

農
業
に
関
心
を
寄
せ
る
女
性
を
増
や
す
取
り
組
み
は

 

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
で
構
成
さ
れ
、
条
例
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
が
14
名
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
11
名
の
計
25
名
を
委
員
に
任

命
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
女
性
の
委
員
は
農
業
委
員
の
１

名
で
あ
る
。
農
家
数
の
減
少
か
ら
農
業
委
員
の
任
命
に
苦
慮

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

学
校
給
食
の
運
営
概
要
と
地
産
地
消
の
達
成
状
況

 

完
全
米
飯
・
完
全
給
食
型
の
実
現
か
ら
11
年
が
経
過
。

栄
養
士
の
配
置
状
況
や
食
材
の
流
通
な
ど
現
運
営
体
制
は
地

産
地
消
率
の
維
持
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
か
。

 

三
島
市
を
総
合
的
に
評
価
い
た
だ
け
る
よ
う
提
案
す
る

こ
と
で
立
地
に
結
び
つ
け
て
お
り
、

誘
致
と
既
存
企
業
の
定
着
支
援
を
両

輪
で
進
め
て
い
る
。
今
後
は
オ
フ
ィ

ス
や
新
分
野
へ
の
需
要
を
掘
り
起
こ

し
、
総
合
的
に
取
り
組
む
。
供
給
網

が
脆
弱
な
分
野
に
対
し
て
は
県
と
協

力
し
て
設
備
投
資
を
促
し
て
い
く
。

民
間
提
案
制
度
の
活
用

 

三
島
市
は
、
各
課
が
抱
え
る
行
政
課
題
の
解
決
に
つ
な

げ
る
「
民
間
提
案
制
度
」
を
開
始
し
た
が
、
今
後
民
間
提
案

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

三
島
市
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
評
価

 

現
在
、
多
く
の
企
業
か
ら
提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
募
集
す
る
共
創
リ
ス

ト
の
定
期
的
な
見
直
し
や
連
携
事
業
の
情
報
発
信
に
努
め
、

有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
投
資
先
や
地
域
貢
献
活
動

と
し
て
本
市
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
く
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

 

企
業
誘
致
活
動
の
課
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
、
ま
た
今
後
誘
致
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
戦
略
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　市議会議員が市に対して質問を行い、適切な市政運営を進めて
いるか、チェックや提案をするものです。
　16人の議員による質問が行われ、活発な議論が展開されました。

一般質問
とは…

醤
油
等
の
調
味
料
、冷
凍
加
工
食
品
、練

り
物
、
缶
詰
類
は
年
１
回
ま
た
は
２
回
、

魚
の
切
り
身
、
砂
糖
・
油
等
の
調
味
料
、

大
豆
等
の
乾
燥
食
品
は
毎
月
行
う
見
積

も
り
合
わ
せ
で
決
定
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
上
期
に
つ
い
て
は
、一

部
の
食
材
は
す
で
に
契
約
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
ま
た
小
麦
粉
は
県
内
産
を
使

用
す
る
な
ど
、
国
産
の
食
材
を
主
に
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
価
高
騰
の
影

響
は
あ
る
程
度
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

　
野
菜
類
に
つ
い
て
は
、三
島
市
学
校
給

食
農
業
生
産
者
研
究
会
の
協
力
の
も
と
、

生
産
者
か
ら
直
接
購
入
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
た
め
、価
格
は
比
較
的
安
定
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
下
期
の
見
積
も
り
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
価
格
は
、

５
～
10
％
程
度
の
増
額
が
予
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
食
材
価
格
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改
善
を
は
じ

め
、
難
聴
（
児
）
者
へ
の
支
援
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
国
お
よ
び

関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
２
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
た
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会

委
員
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
の
ほ
か
、
条
例
２
件
の
専
決
処
分

の
承
認
、
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
を

し
ま
し
た
。

❖
監
査
委
員
の
選
任

　
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
松
田
吉

嗣
委
員
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に
大
房

正
治
議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

【歳出の主な内容】
●スマート市役所推進事業
	 2,250 万円
●住民税非課税世帯等臨時特別給
付金給付事業	 ３億円

●子育て世帯生活支援特別給付金
給付事業	 1 億 1,278 万円

●新型コロナウイルスワクチン
　接種体制確保事業
	 	 1 億 4,769 万 5千円
●図書館利用促進事業
	 	 5,837 万７千円

令和４年
5月臨時会

5月17日

〈承第３号〉
三島市税賦課徴収条例の
一部を改正する条例

〈承第4号〉
三島市都市計画税条例の
一部を改正する条例

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
発議第１号

意
見
書
の
提
出

５月臨時会　議決結果
議案番号 件名 結果
承第3号 専決処分の報告及び承認について（三島市税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 承認
承第4号 専決処分の報告及び承認について（三島市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認
議第32号 三島市監査委員の選任について 同意

６月定例会　議決結果
議案番号 件名 結果
議第33号 令和４年度三島市一般会計補正予算（第２号） 可決
議第34号 令和４年度三島市水道事業会計補正予算（第１号） 可決

議第35号 工事請負契約の締結について
（三島市立向山小学校校舎等長寿命化改修工事に伴う内装及び外構整備工事） 可決

議第36号 物品購入契約の締結について（消防ポンプ自動車） 可決
議第37号 公の施設の区域外設置及び他の団体の公の施設の利用に関する協議について 可決
議第38号 下水の処理に関する事務の委託の変更について 可決
議第39号 市道路線の認定について 可決
議第40号 三島市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 可決
議第41号 三島市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決
議第42号 三島市固定資産評価審査委員会委員の選任について 可決
※全ての議案が全会一致となりました。

※議題32号については、地方自治法第117条の規定により、大房正治議員は除斥され、退席しました。
※全ての議案が全会一致となりました。

沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

6みしま市議会だより 2022.8.17 みしま市議会だより 2022.8.1


